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   今回の学童保育クラブ指定管理者の選定結果について  

 

特定非営利活動法人 町田市学童保育クラブの会 理事会 

 

 現在法人が指定管理者として運営している成瀬あおぞら・なかよし・わんぱく・そよかぜ・大蔵の５

クラブ及び高ヶ坂けやき・図師の新設２クラブの平成２１年度～２５年度間の指定管理者選定にあたり、

この度選考委員会の審査を経て当法人が指定管理者の候補に選定されました。今後は１２月の町田市議

会において指定管理者の議決を受けて、指定管理者と正式に決定されることになります。 

 今回の候補者の選定にあたっては、各クラブ保護者会からの市に対する要望など保護者及び関係者の

皆様のご支援及びご協力をいただきましたことを、理事会として深く感謝いたします。また今回の選定

の結果は、子どもたちのため日々活動している当法人、とりわけ各クラブの指導員と保護者の努力が高

く評価されたものと思っております。 

 今回の選定は、今年の６月に改定された「町田市公の施設の指定管理者制度の基本方針」により、こ

れまでの特命指定を基本として行わず、複数の応募者による競争を原則とする公募制度の下に行われま

した。 

 このため、現在当法人が運営している５クラブについても公募による競争によって、当法人から他の

事業者へ運営主体が変更される可能性が生じましたが、選考においては当法人の理念及び運営方針や予

算書・計画書が、比較的高い評価（満点に対して概ね７８％の高得点）を得ることができ、指定管理者

候補に選定されました。 

しかし、今回の選定から複数の応募者による競争を前提として、外部からの学識経験者による選考委

員会ができたにも関わらず、公募した１１クラブのうち複数の応募者があったのは１クラブのみであり、

他は複数の応募者による競争とはなりませんでした。 

 今後は複数応募者による競争を実現するため、現在市内で運営実績のある社会福祉法人・ＮＰＯ法人

等に制限している申請資格を変更する動きが出てくることが予想されます。 

 また経費面については、提出する予算書は、従来は各クラブの実際に想定される児童数を基にしてい

たものが、今回は一律に各クラブ児童数４５名として作成するものとされたため、児童数が６５名以上

の大規模の場合に、職員をどのような考えでどれくらい配置していくかという点については、選考対象

になっていないという問題点もあります。 

 そのため、定員４５名を超えるクラブ（特に６５名以上）については、管理費用の加算という形で措

置されることになりますが、人員措置を含めこれからの課題となります。 

 子どもたちに安心・安全の保育を実現するため、今後とも保護者、関係者、指導員の皆様のご支援及

びご協力をよろしくお願いいたします。               （平成 20 年 11 月 16 日）



    ˗  
                今回の特集は秋の行事です。 

各クラブ趣向を凝らして思い出深いイベントとなりました。 
 

10 月 26 日(日) 【かぜのこ運動会】 by あおぞらクラブ 

 朝の準備中に雨が降りましたが、天気予報を信じ成瀬センターのグラウンドで決

行しました。この日のために子どもたちは練習を重ねてきました。特に頑張ってき

た「班対抗リレー」、豆つまみ・ヤットコ・蝶結び・せんべい食いの「障害物リレー」

では、諦めずに最後まで頑張る姿、上級生が下級生を励ます姿が見られました。 綱

引きでは、あおぞらクラブ史上初めて、父 vs.母の対戦で父チームが勝利。歴史に残

る戦いでした。勝ち負けだけではなく、子どもたち一人ひとりの成長を感じられ、大人も子どももみんなで力を

合わせて楽しく過ごせた運動会でした。（指導員 粂田） 

10 月 26 日(日)  【そよかぜまつり】 by そよかぜクラブ 

ぽつりぽつりと雨が朝から降り、子どもたちも「どうしよう…」と心配顔でしたが、無事に一輪車パレードと

八木節を校庭で行う事ができ、一生懸命な姿をみることができました。雨のため、

お店の場所も急遽変更し大変でしたが、子どもたちもとてもがんばり、大盛況で

した。パパさんたちがついたおもちは大人気！ 

最後は、和太鼓サークル『うしさぶれーず』の和太鼓をききました。おかめ、

ひょっとこの登場に大盛り上がりの子どもたちでした。天候が悪い中、たくさん

の方がおまつりを楽しみに足を運んで下さいました。ありがとうございました。

（指導員 池田） 

10 月 26 日(日)  【たけの子まつり】 by たけの子クラブ 

 秋の大イベント『たけの子まつり』は、お世話になっている地域の方々への感謝

の気持ちを忘れず、保護者の親睦を深め、子どもも大人も楽しめるおまつりを目指

しています。企画をする実行委員は 40 名ほど、当日は在籍保護者の 95%の方たち

のお手伝い参加があります。保護者会全体で協力してくれるなんてすごいと思いま

せんか！？お父さんたちは、毎年サマーキャンプで絆を強めていますが、お母さん

たちだってネットワークが強く、とにかく仲良し！こんなに素敵な保護者が集まっているたけの子クラブは団結

力抜群の保護者パワーに圧倒されっぱなし。それを実際に模擬店の数も味も、文句のつけようがない。 

ゴミもエコ対策を徹底し皆さんが協力して下さいました。皆さん仕事だけでも大変なのに学童クラブの行事に

命をかけるくらいの勢いです。今年は実行委員長が 3 人になって、連携し助け合いながら頑張りました。一人ひ

とりの力が集まると、このような素晴らしいことが成し遂げられると心から実感しました。（保護者 石川） 

10 月 26 日(日)  【なかよしまつり】 by なかよしクラブ 

 雨の事など考えていませんでした。でも、集合時間に皆傘をさしておりました。

外でやるか、体育館か・・雲の流れてくる相原方面が尐し明るくなってきました。 

たけの子クラブに電話してみると「今上がったよ」との事。決めました！外決行！ 

そんな意気込みでなかよしまつりは始まりました。保護者会では焼きそば・焼き

鳥・フランクフルトなど。子どものお店はくじ引き大作戦・お宝釣りや、無料遊び

コーナーで輪投げなどもありました。目玉は『写真館』です。ドレスアップして撮

った写真が直ぐ出てきてそれを自分たちでアルバム風に仕上げました。 

どのコーナーも開店から人だかりがいっぱいでした。さすが「なかよし」の気合いです。（指導員 北島） 
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1１月０2 日(日)  【どろん子まつり】 by どろん子クラブ 

 おまつりのテーマは『和』。オープニングでは、校庭で子どもたちが“お祭りマンボ”の

曲にあわせて、パレードを披露しました。パレードには、今年初めてお神輿が登場。他に

もけん玉・竹馬・一輪車・旗・缶や竹で音を鳴らす担当など、にぎやかに披露しました。 

毎年恒例の夢風船は空高く上り、後日返事が来ました。出店は子ども 4 店と保護者 9 店、

OB/OG の 2 店とも大盛況でした。 

おまつりの合間に、お神輿を担ぎ笛の合図で「わっしょい×2」。車道使用の許可を得て、

地域の安全指導員の方々に協力して頂き、道を練り歩きました。500m でしたが、子ども

たちは「楽しかったー。重かったー。」と人生初の体験は良い思い出になった事と思います。（指導員 山本） 

1１月０2 日(日)  【わんぱくまつり】 by わんぱくクラブ 

 この日のために、7 月末より実行委員さんが準備をして下さいました。当日は

OB/OG の親子 40 名近いお手伝いがあり、恒例の模擬店・子どもたちのお店の

コーナーと活気溢れるおまつりとなりました。今回初めての試みで、エンディン

グでは、子どもたちによるヨサコイソーランを披露。お店の準備と並行しながら

の練習だったので、時間があまりとれませんでしたが、どの子も楽しんで踊って

いました。また、おまつりを通してエコキャップ運動に取り組みました。一般客の方からもたくさんのキャップ

を頂き、集まった数は 9328 個。社会貢献にも一役買ったおまつりとなりました。（指導員 石田） 

1１月０８日(土)  【わっしょいまつり】 by 鶴川クラブ 

今年の春に、運営が公立クラブから NPO 法人に変わって初めてのクラブまつり。

あいにくの雨。また、去年とはかなり形態が変わり、戸惑いや丌安が大きかったと

いうのが本音ですが、皆様のおかげで外の雨も吹き飛ばす盛り上がりとなり、大人

も子どもも楽しめるおまつりとなりました。230 人を超える参加者があり、他クラ

ブ指導員の皆様はじめ鎌上さん(きつねはらっぱ)の応援、香川さん(法人監事)には落

語を演じて頂き和やかな雰囲気が漂いました。父母は炊き込みご飯と豚汁、子どもたちは自分たちで考えたお店

とお化け屋敶・和太鼓や神輿に取り組みました。（保護者 高橋） 

11 月 09 日(日)  【かなっこまつり】 by 金井クラブ 

金井クラブとして初めてのおまつり。『かなっこまつり』の名前はみんなの応募の

中から投票で決まりました。小学校の先生や地域の方など多くの方が来て下さり、オ

ープニングでは緊張のなか『かなっこソーラン』を元気一杯踊りました。子どものお

店やゲームコーナー、豚汁・綿あめ・フランクフルトなどの模擬店、バザーも大人気。

またボランティアで毎週来て頂いている将棋の先生による将棋教室、他のクラブの指

導員による遊びコーナーもありました。保護者の方々には準備、当日とたくさんお手伝い頂きました。「楽しかっ

たね」「こんなお店もあったらいいね」という声を頂き来年につながるおまつりとなりました。(指導員 小野) 

11 月 23 日(日)  【大蔵まつり】 by 大蔵クラブ 

 晩秋の空には雲ひとつなく、今回初めて飛ばした未来風船は何処までも高く上が

り子どもたちもしばらく自分の夢に思いをはせていました。オープニングは今年の

話題を取り入れ、歌“ポニョ”ダンス“羞恥心”を全員で楽しみました。一輪車パ

レードも華を添え、打ち上げ花火とともに開会しました。子どものお店、大人のお

店、OB/OG のお店、赤い屋根のお豆腐屋と沢山の模擬店が出ました。 

 材料の買い足しに走るお店が続出するほどの盛況でした。閉会式では“大蔵学童クラブの歌”を作って下さっ

た保護者の方から正式に進呈証を頂き、クラブの歌を皆で大きな声で歌い一日が終わりました。(指導員 河野)    



 

 １１月３０日（日）成瀬センターホールにて、「こどものえがお」をテーマに法人設立５

周年を記念し、開催しました。 

 オープニングは、『くれよん』で募集した「子どもの歌」採用作品の発表がありました。

今回選ばれた作品は、子どもたちが口ずさむことができ、明るく元気になる歌「学童賛歌

（学童笑歌）」槙田雄司さん作詞・作曲（どろん子クラブ保護者）です。 

各クラブで歌の練習をしてきた子どもたち。緊張しながらも、槙田さんのギター

に合わせ、元気な歌声がホールに響きわたりました。            

当法人名誉理事長の谷田川和夫氏による記念講演では、氏の教員時代の児童の作

文を紹介し、子どもの笑顔とは、子ども自身が一つのことに

こだわり続け、心底納得した時に生まれるものであること。

その時に大人が一緒に立ち止まって考えてあげる時間が大切

なのではないだろうか。また、現代の子どもの戦争に対する誤った認識の恐ろしさ、周り

の大人がきちんと語り継いでいく必要があるとの話がありました。 

各クラブの写真を用いて歴史を振り返ったスライドショー（伊沢理事作成）では、子どもたちの笑顔あふれる

写真がたくさん流れ、各クラブの設立から現在に至るまでの背景やそれを支えてきた人たちの努力と大人と子ど

ものつながりの深さを感じました。 

 三階理事長より、指定管理者制度の現状について報告がありました。制度の目的が

財政削減であり、収益を目的としない福祉に関わる事業に即しているのか、と指摘す

る声もある。法律で定めた制度である以上、廃止することは難しいため、運用の中で

どれだけ利用者の声を反映させるか、という視点が大事であるとの話がありました。

最後に、子どもの笑顔を守るために、保護者と指導員とそれに関わる人々が手を携え 

   ていきましょう、との思いを語りました。 

また、志村副理事長・北島指導員（なかよしクラブ）からは、11 年前に学童保育   

が児童福祉法に位置づけられ、尐しずつ充実されてきたが、施設の運営基準や、指導

員の身分など、整備されていない点が多いこと。近年、学童保育の需要が増え、昨年

ようやく国がガイドラインを発表した。町田の学童保育にも多くの課題があり、市内

３８クラブにおいて 71 人以上の大規模クラブは１４クラブとなること。 

来春、一小学校区に一学童保育クラブが設置が実現されますが、大規模クラブの状況はすぐには解消されず、

引き続き、学童クラブの環境をよりよくしていくための運動を保護者と指導員が一緒に考えていきましょうと、

報告がありました。 

 多くの方の支えで今の学童保育があります。どの時代にも、いつも子どもたちの笑顔があふれていました。こ

れからも、子どもたちの笑顔を守るために、保護者と指導員でよりよい学童保育を築き上げていきたいと、感じ

ました。                               （わんぱくクラブ指導員 石田） 

今 後 の 予 定  

１月  ９日（金） １９：３０～ ：調査研究委員会・広報委員会 公民館 

１月 １０日（土） １９：３０～ ：事務局会議 公民館 

１月 ２３日（金） １９：３０～ ：保護者会との懇談 公民館 
 

 

編集後記 
●「初めての事ばかりで戸惑いましたが色々と助けて頂きました。感謝です。」               （どろん子クラブ保護者 河合）                          

●尐し早いですが、よいお年をお迎えくだい。皆様にとって素敵な 1 年になりますように！                （わんぱくクラブ指導員 石田）                                                    

『くれよん』は保護者と指導員で構成された広報委員会が毎月発行しています。バックナンバーの一部はホームページでご覧いただけます。

http://www.machida-gakudou.com 

風間副理事長よりはじめの言葉 

谷田川名誉理事長 講演 

三階理事長より報告 

志村副理事長 北島指導員より

報告 

オープニング：うたの表彰式 


